
 

 

 

 

 

 

～すこやか沼津 若手委員会～ 

《慨況》 

若手委員会の活動 

◇輪投げ＆ダーツリハーサル 

 開催日 令和 4年 7月 20日（水） 

 場 所 千本プラザ 2階 中会議室 

 参加者 13名 

◇第 1回輪投げ＆ダーツ大会 

 開催日 令和 4年 8月 18日（木） 

 場 所 千本プラザ 多目的ホール 

 参加者 25名 

◇第 1回史跡探訪 

 開催日令和 4年 9月 3日（土） 

 場 所 蛇松緑道探訪 

 沼津観光ボランティアガイドの案内にて 

◇第 21回健康ウオーキング（女性部との共同行事として） 

 開催日 令和 4年 11月 10日（木） 

 場 所 千本海岸堤防～千本遊歩道 

 コース 3キロ（1.5キロ）＆6キロ（3キロ）いずれも折り返しコースにて 

◇第 2回ボーリング大会 

 開催日 令和 5年 1月 19日（木） 

 場 所 ららぽーと沼津ボーリング 

 参加者 21名 

・輪投げ大会（市連合会主催）若手委員会として 1チーム（5名）参加 予選敗退 

・ペタンク大会（市連合会主催）若手委員会として 1チーム（3名）参加 予選敗退 

若手委員 1年間の動き 

〇毎月 1回の役員会及び年 4回の三役部長会に出席 

 必要に応じて若手委員会を開催しました。 

 「楽しくなければ若手クラブではない」をモットーに活動 

 市連合会と意思疎通を図りながら独自事業を検討・実施する。 

 ・令和 4年 5月 10日 シニアクラブ静岡県 若手委員会総会委員長出席 

            ニュースポーツ体験（玉入れ・モルック） 

すこやか沼津 

○総人口 190,417 人 ○65歳以上人口  61,131人 ○高齢化率 32.1％ 

○シニアクラブ会員数  2,045人     ○シニアクラブ加入率  3.3％ 

 



 ・令和 4年 5月 20日 市連合会通常総会 若手委員全員参加（裏方を担当） 

 ・令和 4年 6月 24日 市連合会第 33回輪投げ大会 委員会から 1チーム参加（予選敗退） 

            準備・後片付け、試合裏方を担当 

 ・令和 4年 7月 17日 市連合会第 48回演芸大会 委員は裏方を担当 

 ・令和 4年 7月 20日 若手委員会主催輪投げ＆ダーツ大会リハーサル 

            委員会終了後行う 

 ・令和 4年 8月 8日  第 32回単位女性役員合同研修会 若手委員は裏方を担当 

 ・令和 4年 8月 18日 第 1回輪投げ＆ダーツ大会開催 

 ・令和 4年 9月 3日  第 1回史跡探訪 若手委員希望者が参加 

 ・令和 4年 9月 12日 社会奉仕の日 千本公園周辺で役員奉仕活動 

 ・令和 4年 9月 16日 市連合会ペタンク大会 委員会から 1チーム参加（予選敗退） 

            準備・後片付け、試合裏方を担当 

 ・令和 4年 9月 26．27日 役員・単廊合同研修会 参加 

 ・令和 4年 10月 21～23日 高齢者作品展 保安要員、準備、後片付けを担当 

 ・令和 4年 11月 10日 第 21回健康ウオーキング 女性部との共同事業として開催 

 ・令和 4年 11月 17日 市連合会グラウンドゴルフ大会 若手委員参加（1回戦敗退） 

            準備・後片付けを担当 

 ・令和 4年 11月 26日 ウオーキング 雨天のため若手委員数名参加 

 ・令和 5年 1月 19日 第 2回若手委員会主催ボーリング大会開催 

若手委員会の考え方 

 〇会員加入促進について 

  ①入会の動機づくりをしっかりする。 

    若手委員会の認知度が低く（委員の年齢が高すぎ若手と理解されない）また、大会に 

    参加し、裏方をしていてもそれが加入の動機付けとはならない。 

  ②活動を通して明るく楽しい時間を作ることで魅力を発信。 

  ③会員が活躍できる場をつくることで、円滑なクラブ活動を行い、活性化を図る。 

  ・委員会では上記の考えを実践するため、年 4 回の定例会を開催する他、必要に応じて委員

会を開催し、市連合会各専門部、支部との連携を図り、若手委員会への加入・理解を促す。 

  （改善点・課題） 

   委員会運営に関しては若手委員会規約に則り委員長が招集し議長を務める。 

   若手委員会だけでは難しい面があるが、市連合会役員・単ク会長に若手委員会への理解を 

   深めていただき、若手委員の活動が目に見えるようしていきたい。その意味でも、各大会

では、若手委員として参加するのも一考です。 

   

《成果》 

・今年度は、シニアクラブ静岡県若手委員会総会で若手委員と女性委員の連携が、会員加入促進

を含むシニアクラブ活動の大きな鍵と言われたことを受け、すこやか沼津小池会長の勧めもあ

り、「健康ウオーキング」を女性部と若手委員との協働事業として企画・運営し開催した。138



名の多くの参加者を得、大きな成果を上げることが出来た。 

・今年度は、若手委員 3 名・女性部 1 名の構成で企画したため、偏りのある内容となってしまっ

た点もあったが、次年度以降は構成比を改め、より楽しい企画・運営をしていくつもりです。 

 

 

《今後の方針》 

・今年度は、市連合会役員とのつながりを重視した結果、会員との接点がおろそかになり、委員の

増員を果たせなかったことを反省したい。 

・今後、若手委員は積極的に各支部、単クの会議等に出席し、若手委員会の現況・委員会の企画等

をアピールし支部・単クの若手委員会への要望を集約し、委員会活動に活かしていきたいと思

う。 

・会員加入促進策としては、市連合会脱退の単クの脱会理由を把握し、分析することが重要であ

り、連合会活動に復帰を希望する者があれば、直接本部付けで加入を認める等の方策の検討が

必要に思われる。 

・各地域内での未加入者の把握を行い、継続して加入勧誘を行っていきたい。 

 

【資料】 

（活動の様子） 

  



     

         



  


